
資金利益は国内を中心に好調を維持したこと
で前期比85億円増加しており、役務取引等利益
も前期比10億円の増加と着実に積み上げた結
果、有価証券ポートフォリオ入替等により債券関
係損益が前期比185億円減少したものの、業務
粗利益は前期比59億円の減少に留まりました。
経費は預金保険料率の引き下げなどにより前
期比20億円減少しており、コア業務純益は前期
比146億円増加の930億円と本業は好調を維持
しています。
与信関係費用は貸倒引当金戻入益の計上や
償却債権取立益の増加などにより、前期比67億
円減少しており、これらの結果、単体の当期純
利益は581億円、親会社株主に帰属する当期純
利益は602億円と単体・連結共に過去最高益と
なりました。

現状分析・改善策
当行のPBRは、0.59倍※1であり、地方銀行の中ではトップクラスの水準にありますが、1倍割れの状

況が続いています。PBRが1倍を超える水準まで引き上げるため、PBRをROE・資本コスト・利益成長
率の3つのファクターで考え、「ROEのさらなる向上」「資本コストの引き下げ」「持続的な利益成長」の
3点からなる改善策を遂行していきます。

資金利益の増加
資金利益は前期比85億円増加の1,403億円と

なりました。国内資金利益は貸出金が堅調に増
加したことにより、貸出金利息が前期比14億円
増加。また、株式配当金などの有価証券利息
配当金の増加により、国内資金利益全体では前
期比78億円増加しました。国際資金利益は前期
比7億円増加しました。

役務取引等利益の増加
役務取引等利益は、前期比10億円増加の

286億円と過去最高を更新しました。
法人のお客さまのニーズを踏まえた提案によ

り、法人ソリューション関連が前期比23億円の
増加と過去最高を更新したことが、利益全体の
増加を牽引しています。また、信託・相続関連
やキャッシュレス関連についても過去最高を更新
しています。預かり資産関連は、年金・一時払
終身保険は好調であったものの、全体では前期
比7億円の減少となりました。

（単体） 2022/3 2023/3 前期比
業務粗利益 1,615 1,555 △59 
資金利益 1,318 1,403 85
役務取引等利益 275 286 10
特定取引利益 11 13 2
その他業務利益 10 △148 △158
　うち債券関係損益 △14 △200 △185

経費（△） 845 825 △20 
実質業務純益 769 730 △39
コア業務純益 783 930 146
　除く投資信託解約損益 751 853 101

一般貸倒引当金純繰入額（△） 15 — △15
業務純益 754 730 △24
臨時損益 △17 87 105
うち不良債権処理額（△） 56 3 △52
　うち貸倒引当金戻入益 — 9 9
うち株式等関係損益 27 83 56

経常利益 736 817 81
特別損益 △3 △3 △0
当期純利益 523 581 57

与信関係費用（△） 71 3 △67 

（単位：億円）

（連結） 2022/3 2023/3 前期比
連結経常利益 788 869 81
親会社株主に帰属する
当期純利益 544 602 57

2023年3月期業績の概要 （単位：億円）

（単体） 2022/3 2023/3 前期比
役務取引等利益 275 286 10
〈主な内訳〉
うち預かり資産関連 71 63 △7
うち法人ソリューション関連 128 152 23
うち信託・相続関連 17 18 1
うちキャッシュレス関連 13 16 3
うち為替関連 126 125 △1
うちローン支払保険料・保証料（△） 121 130 9

役務取引等利益の内訳 （単位：億円）

2022/3 2023/3 前期比
資金利益 1,318 1,403 85
国内資金利益 1,236 1,315 78
預貸金利息 985 1,002 17
　うち貸出金 990 1,005 14
有価証券利息配当金 220 287 66
その他（市場運用調達等） 30 25 △ 5

国際資金利益 81 88 7
貸出金 43 135 92
外国証券 124 191 67
その他（調達、市場運用等） △ 86 △ 238 △ 152

資金利益の内訳 （単位：億円）

法人 個人

デジタル

ヒト

モノ・カネ

新事業の深化 新たな取組み

PBR ROE PER ROE 株主資本コスト － 利益成長率

改善策
ROEのさらなる向上 資本コストの引き下げ 持続的な利益成長

実
績
P
B
R（2023/3

）

地銀 予想ROEとPBR

千葉銀行

再配置 備考
本部（企画）営業店サポート体制強化
本部（営業）専門人員の強化
本部（事務）営業店事務の本部集中
グループ会社 営業分野へ重点配置
営業店 新規出店、RM強化
育成人材枠 RM育成、DXトレーニー等
合計 370名

備考
既存事業 店舗網、営業店端末整備等
デジタル・
新事業

アプリ・ポータル
BaaS、広告等

その他 人的投資
デジタルインフラ等

合計 300億円

※1 PBR=株価（2023年6月30日終値）÷1株当たり純資産（2023年3月期実績）
※2 厳密にはPBR=1＋（ROE－株主資本コスト）÷（株主資本コスト－成長率） となるものの、実務的な簡略版として本件数式を提示しているもの
※3 当行管理上の資本コストはCAPMにより推計

※株主資本ベース

出所：野村證券
第一地銀で構成、特殊先･誤差の大きい先を除外

PBR向上に向けて 2023年3月期の業績

成長戦略
当行はROEを高めるために、自己資本比率を一定水準で維持しつつ、リスクアセットに対する収益性

の指標であるRORAの改善を目指します。既存事業やデジタル・新事業の分野にリソースを投入すること
で、連結当期純利益を602億円から750億円へ、RORAを0.75%から0.83%へ引き上げることを目指します。
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2024年3月期の業績見通しについては、役務
取引等利益が順調に増加するほか、債券関係
損益の改善により、業務粗利益は前期比147億
円増加の1,703億円を計画しています。
役務取引等利益については、法人ソリュー

ション関連収益が過去最高と引き続き高い水準
を維持するとともに、預かり資産関連やキャッ
シュレス関連の増益などにより、前期比26億円
増加の313億円を計画しています。
一方、経費については、ベアの実施や戦略的
投資にかかる経費の増加などにより前期比22億
円の増加を計画しています。与信関係費用は66
億円の増加を見込み、単体当期純利益は前期
比8億円増加の590億円、親会社株主に帰属す
る当期純利益は7億円増加の610億円を計画して
います。
厳しい経営環境の中でも、さまざまな施策を積み
上げながら、収益力増強につなげていきます。

（単体） 2023/3 2024/3
（計画）

前期比

業務粗利益 1,555 1,703 147

資金利益 1,403 1,335 △68

役務取引等利益 286 313 26

特定取引利益 13 22 8

その他業務利益 △148 32 180

　うち債券関係損益 △200 15 215

経費（△） 825 848 22

実質業務純益 730 855 124

コア業務純益 930 839 △90

　除く投資信託解約損益 853 816 △37

一般貸倒引当金純繰入額（△） — △2 △2

業務純益 730 857 126

臨時損益 87 △27 △114

うち不良債権処理額（△） 3 72 68

　うち貸倒引当金戻入益 9 — △9

うち株式等関係損益 83 50 △33

経常利益 817 830 12

特別損益 △3 △2 1

当期純利益 581 590 8

与信関係費用（△） 3 70 66

（単位：億円）

（連結） 2023/3 2024/3
（計画）

前期比

連結経常利益 869 880 10

親会社株主に帰属する
当期純利益 602 610 7

2024年3月期業績の計画 （単位：億円）

（単体） 2023/3 2024/3
（計画）

前期比

与信関係費用（△） 3 70 66
一般貸倒引当金純繰入額（△） △23 △2 21
不良債権処理額（△） 27 72 44
貸出金償却・個別貸倒
引当金純繰入額等（△） 61 101 40

うち新規発生（△） 68 100 31
うち既先（△） 4 7 2
うち回収等 12 5 △6

償却債権取立益 34 29 △4

与信関係費用 （単位：億円）

（単体） 2022/3 2023/3 前期末比 増減率
国内預金 145,211 150,917 5,705 3.9%
個人 105,353 109,183 3,830 3.6%
法人 30,037 30,555 518 1.7%
公金 9,820 11,177 1,357 13.8%

国内預金残高 （単位：億円）

（単体） 2022/3 2023/3 前期末比 増減率
国内貸出金 114,259 118,367 4,107 3.5%
千葉県内店 76,507 78,524 2,016 2.6%
千葉県外店 37,751 39,842 2,090 5.5%

国内貸出金残高（地域別） （単位：億円）

国内貸出金残高（種類別）

4,231億円
公共

1兆5,424億円
大・中堅企業向け

5兆7,537億円
中小企業向け

3兆9,177億円
住宅ローン

1,996億円
その他消費者ローン

国内貸出金の増加
国内貸出金残高は前期末比4,107億円、3.5%

増加の11兆8,367億円となりました。
中小企業向け貸出が6.0%増加したほか、住

宅ローンも2.1%増加するなど、堅調な増加ペー
スを維持しています。
国内貸出金を地域別に見ると、千葉県内店舗

で2.6%増加、千葉県外店舗で5.5%増加し、い
ずれの地域でも順調に残高を増やしています。

国内預金の増加
国内預金残高は前期末比5,705億円、3.9％増
加の15兆917億円となりました。
給与振込や年金受取口座など家計のメインバ

ンクとしてご利用いただくことを目指して活動 
してきたことにより、個人預金が前期末比3,830
億円、3.6％増加と預金全体の増加を牽引してい
ます。

低い不良債権比率
金融再生法開示債権及びリスク管理債権は、
前期比17億円増加の1,149億円となりました。
不良債権の発生が引き続き抑制されている一
方、貸出金全体は堅調に増加していることから、
不良債権比率は前期比0.02%低下し0.93%と引
き続き低い水準を維持しています。

運用を多様化しつつ金利リスクを抑制
有価証券残高（評価損益を除くベース）は、
前期末比1,371億円増加の2兆4,523億円となり
ました。平均残存期間は円債、外債いずれも短
期化しました。リスク分散を基本としたポートフォ
リオ運営を行っており、流動性や収益性のバラ
ンスにも十分留意しています。

低いOHR

経費は、DX関連などの前向き投資を進めた
一方で、預金保険料率引下げの影響や業務効
率化による経費削減を進めたことで、全体で前
期比20億円減少となりました。

OHRは47.73%と前期比4.29%減少し、依然と
して、他行平均と比べても十分に高い効率性を
維持しています。

有価証券残高（評価損益を除くベース）（単体）

23,151
24,523

3,667

5,619

1,658

5,401

1,050

5,754

3,108

5,463

2,827

5,532

1,010

6,581

2022.3 2023.3

2022/3末比

平均残存期間
（変動利付債を含む）

 2022.3 2023.3
円債 5.2年 4.1年
外債 2.7年 2.0年

国債
+70.4％

社債等
△2.7％

地方債
△15.2％

投信等
+2.4％

株式
△3.7％

外貨建
有価証券
+14.3%

（単位：億円）

OHR（経費率）他行比較

※ ニッキンレポートより、単純平均にて算出「経費 ÷（業務粗利益ー債券関係損益）」

49.49%

千葉銀行 メガ3行平均※

68.15%

地銀・第二地銀平均※

47.73%

低い方が
効率的な運営

2023年3月期単体ベース

（単体） 2022/3 2023/3 前期比

金融再生法開示債権及び
リスク管理債権 1,132 1,149 17

不良債権比率 0.96% 0.93% △0.02%

金融再生法開示債権及びリスク管理債権 (単位：億円)

※ 本表では、前年との比較上、貸倒引当金戻入益を一般貸倒引当金純繰入
額及び個別貸倒引当金純繰入額に分けて表示

2024年3月期の業績見通し
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2021.32019.3 2020.3

12.79%12.63% 12.12%

12.28%11.97% 11.51%

●　 総自己資本比率　　●　普通株式等Tier1比率

2022.3

12.11%

11.94%

2023.3

11.63%

11.54%

2021.32019.3

718724
642670

■ 連結　■ 単体

2020.3

726
678

2022.3

788
736

2023.3

869 
817

総自己資本比率 11.63％　

普通株式等Tier1比率 11.54％

連結 869億円　単体 817億円

自己資本比率（連結）

経常利益（連結・単体・億円）

2021.32019.3

112,064
101,368

2020.3

106,165

2022.3

116,913

2023.3

121,536

2021.32019.3

51,793
45,860

37,36135,486

■ 中小企業向け貸出　■ 住宅ローン

2020.3

48,390

36,323

2022.3

54,263

38,343

2023.3

57,537

39,177

単体 12兆1,536億円

中小企業向け貸出 5兆7,537億円

住宅ローン 3兆9,177億円

貸出金（単体・億円）

中小企業向け貸出・住宅ローン（単体・億円）

2021.32019.3

141,045
123,334

2020.3

127,889

2022.3

147,876

2023.3

154,244

単体 15兆4,244億円

預金（単体・億円）

●　 配当性向（連結）　■ 1株あたり配当金

29.9%
24.5%

28.1%

20円
16円 18円

32.6%

24円

2021.32019.3 2020.3 2022.3

33.9%

28円

2023.3

配当実績

配当性向（連結） 33.9％　

1株あたり配当金 28円

1,549

1,129
1,285

■ 再生可能エネルギー関連融資残高（億円）

1,697

2020年度2018年度 2019年度 2021年度

1,777

2022年度

538

242
320

574

2018年度 2019年度

610

397

2020年度

769

399

2021年度

747

484

2022年度
■ 事業承継支援（先）　■ M&A支援（先）

484先M&A支援先数747先
事業承継
支援先数

事業承継支援・M&A支援

再生可能エネルギーへの取組み CO₂排出量（SCOPE1+2）

1,777億円
再生可能エネルギー

関連融資残高

2020年度2018年度

543
472

■ 助成・表彰先数累計（先）

2019年度

516

2021年度

569

2022年度

598

助成・表彰先数累計 598先

産業育成・技術革新への助成

2.67%2.75% 2.71%

2020年度2018年度

158.0163.0

2019年度

159.5

2.63%

2021年度

156.0

2.67%

2022年度

150.5

●　 障がい者雇用率　■ 障がい者雇用者数（人）

24.3%
21.0% 22.5%

2020年度2018年度 2019年度

25.5%

2021年度

27.2%

2022年度
●　リーダー職以上に占める女性比率

障がい者雇用率（グループ） 2.67％

障がい者雇用者数（グループ）※ 150.5人

CO₂排出量 12,316t-CO₂

単位面積当たりCO₂排出量 49.5kg-CO₂/㎡

リーダー職以上に占める女性比率※ 27.2％

女性活躍推進への取組み 障がい者雇用への取組み

※�障がい者雇用者数は、障がい者雇用率算定用の数値につき、1人未満の
端数が出る場合がある。

※�各年度の7月1日の比率を記載。なお、2023年7月1日現在のリーダー職
以上に占める女性比率は28.4%

2013年度

76.9 72.7

●　 単位面積当たりCO₂排出量（Kg-CO₂/m²）　■ CO₂排出量（t-CO₂）

18,783 19,016

2019年度 2020年度

72.0

18,429 49.5

12,316

2021年度 2022年度

97.1

22,748
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2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
業務粗利益 1,491 1,517 1,500 1,440 1,494
 資金利益 1,266 1,260 1,254 1,211 1,215
 役務取引等利益 178 192 190 191 237
 特定取引利益 19 26 32 25 20
 その他業務利益 27 38 22 12 21
  うち債券関係損益 9 20 22 △ 11 △ 5
経費（△） 825 826 820 831 828
コア業務純益 656 670 657 621 671
経常利益 703 741 796 700 706
当期純利益 432 458 525 486 496
与信関係費用（△） 9 △ 3 △ 23 △ 37 8
親会社株主に帰属する当期純利益（連結） 464 570 554 527 537

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
業務粗利益 1,522 1,527 1,560 1,615 1,555
 資金利益 1,226 1,236 1,245 1,318 1,403
 役務取引等利益 224 226 261 275 286
 特定取引利益 11 18 17 11 13
 その他業務利益 60 45 35 10 △148
  うち債券関係損益 45 32 △3 △14 △200
経費（△） 811 819 860 845 825
コア業務純益 665 675 703 783 930
経常利益 670 678 642 736 817
当期純利益 480 459 456 523 581
与信関係費用（△） 113 95 104 71 3
親会社株主に帰属する当期純利益（連結） 504 480 496 544 602

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
資産の部合計 119,541 128,900 132,658 140,262 143,036
 貸出金 80,830 84,611 87,974 93,053 98,160
  中小企業向け貸出 33,838 35,839 37,866 41,416 44,109
  住宅ローン 28,817 30,163 31,405 32,817 34,311
 有価証券 21,789 23,557 24,478 23,736 21,567
負債の部 112,345 120,883 124,506 131,819 134,256
 預金 101,218 107,333 111,402 115,657 120,170
 譲渡性預金 4,193 5,340 3,990 4,789 5,134
純資産の部 7,196 8,016 8,151 8,442 8,780
 株主資本合計 6,537 6,757 7,069 7,292 7,529
 評価・換算差額等合計 654 1,254 1,077 1,145 1,245

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
資産の部合計 148,916 155,370 177,958 190,112 196,905
 貸出金 101,368 106,165 112,064 116,913 121,536
  中小企業向け貸出 45,860 48,390 51,793 54,263 57,537
  住宅ローン 35,486 36,323 37,361 38,343 39,177
 有価証券 20,827 21,037 23,806 24,632 25,543
負債の部 140,049 146,720 168,337 180,312 187,082
 預金 123,334 127,889 141,045 147,876 154,244
 譲渡性預金 5,818 4,962 5,094 6,089 5,547
純資産の部 8,866 8,650 9,621 9,799 9,823
 株主資本合計 7,741 7,989 8,306 8,619 8,910
 評価・換算差額等合計 1,120 655 1,308 1,179 912

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度
ROA※1 0.37％ 0.37％ 0.39％ 0.35％ 0.35％
ROE※2 6.13％ 6.03％ 6.49％ 5.85％ 5.76％
OHR※3 55.93％ 55.36％ 55.06％ 57.59％ 55.26％
総自己資本比率（連結） 13.69％ 14.66％ 13.79％ 13.59％ 13.18％
Tier1比率（連結） 12.85％ 13.17％ 12.74％ 12.65％ 12.48％
普通株式等Tier1比率（連結） 12.85％ 13.17％ 12.74％ 12.65％ 12.48％
1株当たり純資産（円）（連結） 895.60 1,030.64 1,053.76 1,128.31 1,207.15
1株当たり当期純利益（円）（連結） 54.29 68.02 67.03 65.32 67.98
1株当たり配当金（円） 12.00 13.00 14.00 15.00 15.00
配当性向 23.75％ 23.79％ 22.04％ 24.90％ 23.90％

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度
ROA※1 0.33％ 0.30% 0.27% 0.29% 0.30%
ROE※2 5.44％ 5.24% 5.00% 5.39% 5.92%
OHR※3 54.78％ 54.61% 55.00% 52.02% 47.73%
総自己資本比率（連結） 12.63％ 12.12% 12.79% 12.11% 11.63％
Tier1比率（連結） 11.97％ 11.51% 12.28% 11.94% 11.54％
普通株式等Tier1比率（連結） 11.97％ 11.51% 12.28% 11.94% 11.54％
1株当たり純資産（円）（連結） 1,250.05 1,250.41 1,401.40 1,436.74 1,464.45
1株当たり当期純利益（円）（連結） 65.30 63.99 66.82 73.47 82.52
1株当たり配当金（円） 16.00 18.00 20.00 24.00 28.00
配当性向 25.76％ 29.41％ 32.51% 34.01％ 35.18％

業績サマリー （億円） 業績サマリー （億円）

貸借対照表サマリー （億円） 貸借対照表サマリー （億円）

財務指標等 財務指標等 

※ （連結）の記載がないものは単体ベース
※1 当期純利益÷総資産平残（支払承諾見返平残を除く）
※2 当期純利益÷（（期首純資産の部＋期末純資産の部）÷2）
※3 経費÷（業務純益－債券関係損益等＋一般貸倒引当金純繰入額＋経費）

※ （連結）の記載がないものは単体ベース
※1 当期純利益÷総資産平残（支払承諾見返平残を除く）
※2 当期純利益÷（（期首純資産の部＋期末純資産の部）÷2）
※3 経費÷（業務純益－債券関係損益等＋一般貸倒引当金純繰入額＋経費）
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10年間の財務データ



科目 2022年3月末 2023年3月末

（資産の部）
現金預け金 4,201,429 4,065,850
コールローン及び買入手形 152,070 335,089
買現先勘定 14,999 17,999
債券貸借取引支払保証金 — 5,446
買入金銭債権 21,404 22,612
特定取引資産 138,757 162,444
金銭の信託 9,879 9,279
有価証券 2,482,224 2,576,106
貸出金 11,646,721 12,107,066
外国為替 5,970 5,375
その他資産 279,891 320,687
有形固定資産 125,937 124,473
無形固定資産 14,450 14,222
退職給付に係る資産 16,576 18,578
繰延税金資産 3,924 3,088
支払承諾見返 25,771 31,822
貸倒引当金 △35,246 △32,260
資産の部合計 19,104,764 19,787,882
（負債の部）
預金 14,771,202 15,408,192
譲渡性預金 552,959 495,748
コールマネー及び売渡手形 681,777 810,859
売現先勘定 13,945 17,160
債券貸借取引受入担保金 262,547 337,074
特定取引負債 10,448 18,618
借用金 1,336,732 1,206,808
外国為替 576 724
社債 103,331 110,038
信託勘定借 8,883 13,439
その他負債 233,541 237,725
退職給付に係る負債 732 4,476
役員退職慰労引当金 152 160
睡眠預金払戻損失引当金 1,296 910
ポイント引当金 746 838
特別法上の引当金 24 24
繰延税金負債 30,595 21,742
再評価に係る繰延税金負債 10,407 10,402
支払承諾 25,771 31,822
負債の部合計 18,045,673 18,726,767
（純資産の部）
資本金 145,069 145,069
資本剰余金 122,134 122,146
利益剰余金 714,455 755,517
自己株式 △53,108 △62,943
株主資本合計 928,550 959,789

その他有価証券評価差額金 114,391 83,907
繰延ヘッジ損益 5,198 10,408
土地再評価差額金 9,791 9,921
退職給付に係る調整累計額 1,159 △2,911
その他の包括利益累計額合計 130,541 101,326
純資産の部合計 1,059,091 1,061,115
負債及び純資産の部合計 19,104,764 19,787,882

科目 2021年度 2022年度 
2021年4月 1日から
2022年3月31日まで

2022年4月 1日から
2023年3月31日まで

経常収益 236,092 278,377

資金運用収益 138,070 169,575

（うち貸出金利息） 103,344 114,046

（うち有価証券利息配当金） 30,795 44,035

信託報酬 115 122

役務取引等収益 56,915 60,106

特定取引収益 4,153 1,995

その他業務収益 4,148 7,615

その他経常収益 32,689 38,961

経常費用 157,264 191,394

資金調達費用 9,993 33,056

（うち預金利息） 703 8,228

役務取引等費用 18,338 19,744

その他業務費用 3,163 22,448

営業経費 91,131 88,982

その他経常費用 34,637 27,162

経常利益 78,827 86,983

特別利益 92 90

固定資産処分益 92 90

特別損失 542 403

固定資産処分損 456 262

減損損失 85 140

税金等調整前当期純利益 78,378 86,670

法人税、住民税及び事業税 21,130 21,611

法人税等調整額 2,750 4,781

法人税等合計 23,880 26,393

当期純利益 54,498 60,276

親会社株主に帰属する
当期純利益 54,498 60,276

科目 2022年3月末 2023年3月末

（資産の部）
現金預け金 4,197,816 4,061,582
コールローン 152,070 335,089
買現先勘定 14,999 17,999
債券貸借取引支払保証金 — 5,446
買入金銭債権 10,400 10,982
特定取引資産 137,929 161,660
金銭の信託 2,079 2,079
有価証券 2,463,245 2,554,340
貸出金 11,691,342 12,153,618
外国為替 5,970 5,375
その他資産 191,539 228,007
有形固定資産 118,724 117,499
無形固定資産 14,164 13,976
前払年金費用 14,908 19,009
支払承諾見返 23,657 29,727
貸倒引当金 △27,638 △25,819
資産の部合計 19,011,209 19,690,575
（負債の部）
預金 14,787,688 15,424,491
譲渡性預金 608,959 554,748
コールマネー 681,777 810,859
売現先勘定 13,945 17,160
債券貸借取引受入担保金 262,547 337,074
特定取引負債 10,448 18,618
借用金 1,324,536 1,194,268
外国為替 576 724
社債 103,331 110,038
信託勘定借 8,883 13,439
その他負債 166,519 166,448
睡眠預金払戻損失引当金 1,296 910
ポイント引当金 432 502
繰延税金負債 26,290 18,834
再評価に係る繰延税金負債 10,407 10,402
支払承諾 23,657 29,727
負債の部合計 18,031,298 18,708,250
（純資産の部）
資本金 145,069 145,069
資本剰余金 122,134 122,146
資本準備金 122,134 122,134
その他資本剰余金 — 12
利益剰余金 647,883 686,795
利益準備金 50,930 50,930
その他利益剰余金 596,953 635,865
固定資産圧縮積立金 351 351
別途積立金 540,971 575,971
繰越利益剰余金 55,630 59,543

自己株式 △53,108 △62,943
株主資本合計 861,978 891,067
その他有価証券評価差額金 102,942 70,926
繰延ヘッジ損益 5,198 10,408
土地再評価差額金 9,791 9,921
評価・換算差額等合計 117,932 91,257
純資産の部合計 979,911 982,325
負債及び純資産の部合計 19,011,209 19,690,575

科目 2021年度 2022年度 
2021年4月 1日から
2022年3月31日まで

2022年4月 1日から
2023年3月31日まで

経常収益 203,209 245,394

資金運用収益 141,776 173,393

（うち貸出金利息） 103,378 114,089

（うち有価証券利息配当金） 34,560 47,905

信託報酬 115 122

役務取引等収益 46,303 48,970

特定取引収益 1,113 1,353

その他業務収益 4,207 7,627

その他経常収益 9,693 13,927

経常費用 129,559 163,640

資金調達費用 9,952 33,012

（うち預金利息） 703 8,228

役務取引等費用 18,866 20,459

その他業務費用 3,163 22,448

営業経費 84,299 82,123

その他経常費用 13,277 5,597

経常利益 73,650 81,753

特別利益 92 ̶

固定資産処分益 92 —

特別損失 481 392

固定資産処分損 409 255

減損損失 71 136

税引前当期純利益 73,261 81,361

法人税、住民税及び事業税 18,375 18,897

法人税等調整額 2,558 4,336

法人税等合計 20,933 23,234

当期純利益 52,328 58,127

連結貸借対照表（要約版） （百万円） 連結損益計算書（要約版） （百万円） 貸借対照表（要約版） （百万円） 損益計算書（要約版） （百万円）
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連結財務諸表（要約版） 単体財務諸表（要約版）



証券・資産運用事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎん証券株式会社※

〒260-0013 千葉市中央区中央2-5-1 千葉中央ツインビル2号館2階　TEL：043-222-1141
証券業務

設立： 1944年3月27日
資本金： 4,374百万円
当行議決権比率： 100％

ちばぎんアセットマネジメント株式会社
〒130-0022 東京都墨田区江東橋2-13-7　TEL：03-5638-1450

投資運用業務、
投資助言業務

設立： 1986年3月31日
資本金： 200百万円
当行議決権比率： 40％
当行子会社等議決権比率：30％

※ ちばぎん証券株式会社の営業店舗〔全20店舗〕：本店営業部、市原支店、木更津支店、館山支店、八千代支店、鎌ヶ谷支店、成田支店、津田沼支店、市川支店、船橋支店、茂原支店、 
旭支店、東金支店、柏支店、松戸支店（以上千葉県）、東京営業部（東京都）、さいたま営業部、浦和支店、草加支店、所沢支店（以上埼玉県）

調査・コンサルティング事業
会社名 主な業務内容 会社概要

株式会社ちばぎん総合研究所
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-351-7430

調査・研究業務、
コンサルティング業務

設立： 1990年2月28日
資本金： 150百万円
当行議決権比率： 31.77％　
当行子会社等議決権比率：68.23％

ちばぎんコンピューターサービス株式会社
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-213-8881

ソフトウェアの開発業務、
計算受託業務

設立： 1980年4月1日
資本金： 150百万円
当行議決権比率： 48.67％
当行子会社等議決権比率：51.33％

T&Iイノベーションセンター株式会社
〒103-0026 東京都中央区日本橋兜町7-1 KABUTO ONE 11階　TEL：03-5642-7775

IT、金融等の調査・研究業務、
コンピューターのソフトウェア開発 
及び販売業務

設立： 2016年7月1日
資本金： 100百万円
当行議決権比率： 40%

リース・ベンチャーキャピタル事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎんリース株式会社
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-275-8001

リース業務
設立： 1986年12月15日
資本金： 100百万円
当行議決権比率： 49%
当行子会社等議決権比率：51％

ちばぎんキャピタル株式会社
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-298-2232

投資事業組合（ファンド）の運営・管理
業務、M&Aのアドバイザリー業務

設立： 1984年5月29日
資本金： 100百万円
当行議決権比率： 30%
当行子会社等議決権比率：70％

クレジットカード事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎんジェーシービーカード株式会社
〒261-7109 千葉市美浜区中瀬2-6-1 WBGマリブイースト9階　TEL：043-296-7288

クレジットカード
信用保証業務

設立： 1982年11月1日
資本金： 50百万円
当行議決権比率： 49%
当行子会社等議決権比率：51％

ちばぎんディーシーカード株式会社
〒261-7109 千葉市美浜区中瀬2-6-1 WBGマリブイースト9階　TEL：043-276-2411

クレジットカード
信用保証業務

設立： 1989年2月16日
資本金： 50百万円
当行議決権比率： 40%
当行子会社等議決権比率：60％

業務受託・職業紹介事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎんキャリアサービス株式会社
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-298-2020

人材紹介業務、
経理総務受託業務

設立： 1989年12月22日
資本金： 20百万円
当行議決権比率： 100％

ちばぎんハートフル株式会社
〒261-0011 千葉市美浜区真砂4-1-10　TEL：043-270-7341

事務代行業務
設立： 2006年12月1日
資本金： 10百万円
当行議決権比率： 100％

株式会社 総武
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-276-5121

千葉銀行用店舗・厚生施設の賃貸・ 
保守・管理、調度品・消耗品等の調達・
販売業務

設立： 1959年9月7日
資本金： 20百万円
当行議決権比率： 100％

信用保証・債権管理事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎん保証株式会社
〒263-0031 千葉市稲毛区稲毛東3-17-5　TEL：043-247-5770

信用保証業務、
集金代行業務

設立： 1978年5月1日
資本金： 54百万円
当行議決権比率： 45.63％
当行子会社等議決権比率：54.37％

ちば債権回収株式会社
〒261-0023 千葉市美浜区中瀬1-10-2 ちばぎん幕張ビル　TEL：043-213-6411

債権管理回収業務
設立： 2001年10月1日
資本金： 500百万円
当行議決権比率： 100％

地域商社
会社名 主な業務内容 会社概要

ちばぎん商店株式会社
〒260-0015 千葉市中央区富士見2-3-1 塚本大千葉ビル2階　TEL：043-441-7270

地域商社
設立： 2021年5月10日
資本金： 100百万円
当行議決権比率： 100％

電力事業
会社名 主な業務内容 会社概要

ひまわりグリーンエナジー株式会社
〒260-8720 千葉市中央区千葉港1-2　TEL：043-301-8147

再生可能エネルギーの発電・販売業務
設立： 2023年4月28日
資本金： 50百万円
当行議決権比率： 100％

グループ会社一覧 （2023年6月28日現在）
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株主名 所有株式数
（千株）

発行済株式（自己株式を 
除く）の総数に対する 
所有株式数の割合（%）

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社（信託口） 98,931 13.65

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 40,574 5.59

日本生命保険相互会社 26,870 3.70
STATE STREET BANK AND
TRUST COMPANY 505223 25,923 3.57

第一生命保険株式会社 20,984 2.89
明治安田生命保険相互会社 18,291 2.52
住友生命保険相互会社 17,842 2.46
損害保険ジャパン株式会社 16,287 2.24
株式会社三菱UFJ銀行 14,166 1.95
STATE STREET BANK WEST
CLIENT - TREATY 505234 12,767 1.76

（注） 1.  上記のほか、株式会社千葉銀行名義の自己株式90,941千株があります（株主名簿上は、
株式会社千葉銀行名義となっていますが、実質的に所有していない株式1千株を除く）。

 2.  所有株式数は千株未満を切り捨てています。
 3.  発行済株式の総数に対する所有株式数の割合は小数点第3位以下を切り捨ててお

ります。

※諸計数は原則として単位未満を切り捨てのうえ表示しています。

社 名
設 立
本 社 所 在 地
従 業 員 数
発 行 済 株 式 数
総 資 産
預 金
貸 出 金
資 本 金
総自己資本比率

株式会社千葉銀行
1943（昭和18）年3月
千葉市中央区千葉港1-2
3,965人
815,521千株
（単体）19兆6,905億円
（単体）15兆4,244億円
（単体）12兆1,536億円

1,450億円
連結11.63%
単体11.02%

拠 点
国内  181店舗（本支店159、特別出張所5、出張所14、仮想店舗3） 

両替出張所 3か所  
店舗外現金自動設備 50,723か所  
（うちイーネットとの提携による共同ATM 12,016か所、セブン銀行
との提携による共同ATM 24,989か所、ローソン銀行との提携に
よる共同ATM 13,467か所）

海外  3店舗（ニューヨーク、香港、ロンドン）  
3駐在員事務所（上海、シンガポール、バンコク）

報告対象期間   2022年4月～2023年3月（一部、2023年4月以降の情報を含みます）

本書は、千葉銀行グループの概要、事業戦略等について、ステークホルダーの皆さまにわかりやすくお伝えすることを
目的として作成しました。編集にあたっては、IFRS財団（旧IIRC）が提唱する「国際統合報告フレームワーク」等を参
照しています。本書に記載されている業績見通し等の将来に関する記載は、本書の発表日現在における将来の見通し・
予測を含んでおり、当行としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、諸条件の変更により大
きく異なる結果となる可能性があります。

組織体制図 （2023年6月28日現在）

プロフィール （2023年3月31日現在） 大株主の状況 （2023年3月31日現在）

編集方針
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グループ会社一覧 組織体制図・企業データ



〒260-8720　千葉県千葉市中央区千葉港1-2
TEL.�043-245-1111(代表）
https://www.chibabank.co.jp/
2023年7月発行
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